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１ 自立した暮らしの支援 

 ①よりきめ細やかな相談支援体制の充実 

 ②地域での自立に向けた生活支援サービスの充実 

 ③日常の暮らしの場としての多様な住まいの確保 

２ 日中活動の場の充実 

 ①ニーズに応じた障がい児支援の拡充 

 ②雇用環境の整備 

 ③自己実現に向けたきめ細やかな就労支援 

 ④自立を支える多様な活動の場の充実 

３ 社会参加の促進 

 ①コミュニケーション等サービスの充実 

 ②社会生活力の向上に向けた社会参加への支援 

 ③保健・医療・福祉の連携 

 ④スポーツ・芸術文化活動の推進 

４ バリアフリー社会の実現 

 ①バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくり 

 ②合理的配慮と情報提供の充実 

 ③障がいを理由とする差別の解消と権利擁護の推進 

④相互理解と交流を通じたこころのバリアフリー 

５ 安心できるまちづくりの推進 

 ①災害等の緊急時における安全 

  ・安心の確立 

 ②地域ぐるみで取り組む福祉の推進 

 ③福祉人材・ボランティアの養成と確保 

 

 

 

 

第三次障害者計画の施策体系 

＜ H29 ～ R2 ＞ 

 

第四次障害者計画の施策体系(案) 

＜ R3 ～ R5 ＞ 

基
本
理
念 

障がいのある人もない人も互いの個性を尊重し、共に安心

して暮らせる、市民協働による自立支援社会づくり 

施 

策 

目 

標 

施  
 

策  
 

の 
 
 

方 
 
 

向 

基
本
理
念 

障がいのある人もない人も互いの個性を尊重し、共に支え

合い、安心して自分らしく暮らせる、共生社会づくり 

施 

策 

目 

標 

１ 自立した暮らしの支援 

２ 日中活動の場の充実 

３ 社会参加の促進 

４ バリアフリー社会の実現 

５ 安心できるまちづくりの推進 

１ 自立した暮らしの支援 

２ 社会参加の促進 

３ 安心できるまちづくりの推進 

施  
 

策  
 

の 
 
 

方 
 
 

向 

１ 自立した暮らしの支援 

 ①よりきめ細やかな相談支援体制の充実 

 ②地域での自立に向けた生活支援サービスの充実 

 ③保健・医療・福祉の連携 

④日常の暮らしの場としての多様な住まいの確保 

２ 社会参加の促進 

 ①ニーズに応じた障がい児支援と教育の拡充 

 ②多様な雇用環境の整備と就労支援 

 ③あらゆる社会参加活動への支援 

 ④生涯楽しめるスポーツや文化芸術活動の推進 

 ⑤合理的配慮と情報提供の充実 

３ 安心できるまちづくりの推進 

 ①バリアフリー・ユニバーサルデザインのまちづくり 

 ②障がいを理由とする差別の解消と権利擁護の推進 

③相互理解と交流を通じた心のバリアフリー 

④災害等の緊急時における安全・安心の確立 

 ⑤共に支え合う地域共生社会の推進 

 ⑥福祉人材・ボランティアの養成と確保 

「個性を尊重」「安心して暮らせる」を追加 

差別解消法の施行に 

合わせ4②③を追加 

・施策の方向に基づき、基本施策を展開する 

・新たに、施策ごとに目標指標を設定し、評価・推進していく 

「市民協働による」→「共に支え合い」 

「自立支援」→「自分らしく暮らせる 共生社会」 

3③から移動 

4②から移動 

2②③を統合 

３①②を統合 

国の基本計画や基本 

指針等に基づき変更 

 

【基本理念】 

   共生社会の実現に向け、障がい者が自らの決定の基づき社会の

あらゆる活動に参加し、その能力を最大限発揮して自己実現でき

るよう支援 

【施策の基本的方向】 

 ①社会のバリア除去     ②本人による意思決定の支援 

 ③障害者差別の解消     ④成果目標の充実 

国の「第 4次障害者基本計画」（H30～R4） 

 

〇精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事

業・支援事業創設 【H29.4】 

〇障害者総合支援法及び児童福祉法の改正 【H30.4施行】 

・自立生活援助、就労定着支援の創設 

・高齢障がい者の介護保険サービスの円滑な利用 

・医療的ケアを要する障がい児に対する支援 

〇障害者文化芸術活動推進法の施行 【H30.6】 

〇ギャンブル等依存症対策基本法の施行 【H30.10】 

〇障害者雇用促進法の改正 【R1.6】 

〇読書バリアフリー法の施行 【R1.6】 

最近の国の動向 

 

〇地域における生活の維持及び継続の推進 

〇福祉施設から一般就労への移行 

〇「地域共生社会」の実現に向けた、包括的な支援体制の構築 

〇ペアレントトレーニング等による発達障がい者支援 

〇障害福祉サービスの質の向上及び人材の確保 

〇新たな成果目標の設定（地域生活支援拠点等における機能の充

実、医療的ケア児等に関するコーディネーターの配置、総合

的・専門的な相談支援の充実・強化に向けた体制の整備、障害

福祉サービスの質の向上を図る取組に係る体制の構築） 

国の「障害福祉計画・障害児福祉計画に係る基本指針」の改正 

 

〇相談の場、緊急時の受け入れの場を設ける 

〇安心して生活できる住まいの場を確保する 

〇社会参加のための環境を整える 

 

次期岐阜県障がい者総合支援プランの大まかな方向性 

 

〇学校、企業、地域における障がい者への理解促進 

〇在宅サービスや医療的ケア等の適切な支援体制の確保 

〇災害等の緊急事態発生時の避難支援、避難所の環境整備 

〇地域における生活支援、経済的な援助の充実 

〇障がい者が働ける一般企業の増加 

〇重度心身障がい者や医療的ケア児の受け入れ先の確保 

アンケート結果等からみえる課題 

2・3を統合 
4・5を統合 


